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① 件  名 

債権の適正管理の推進について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

石巻市の債権管理については、地方自治法による法的枠組みはあるものの市として統一した方法

が確立されておらず、その管理は各債権を所管する部署により差があり、他業務を兼任しながら債

権管理を行っている場合、ノウハウの整理・蓄積がされにくい状況になっている。 

平成２８年第３回定例議会の平成２７年度決算において監査委員より債権の適正な管理の実施

についての意見があった。 

  

【目的】 

債権の適正な管理を行い、行政サービスを受ける市民負担の公平性や自主財源の確保を図る。 

 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

  

【〔総合計画との整合性 総合計画との位置付け：有・無〕 又は〔個別計画との整合性〕】 

 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２８年 ９月  平成２７年度決算審査等で監査委員より意見 

１２月  歳入確保に関する状況調査 

平成２９年 ３月  歳入確保に係る庁内調整会議 

 ５月  債権適正管理ワーキンググループにより検討 

     （５月から１１月まで９回検討会を実施） 

 

⑤ 主な内容 

 

庁内統一的な債権の適正管理が行えるよう内容の検討を行い、本年度から段階的な取組みを行う

こととする。 

本年度は、庁内研修を滞納繰越がある債権所管課を中心に１２月に行い、基本方針の策定を図る。 

来年度以降に各債権所管課で適正な管理を実施し、（仮）債権管理条例の制定を図る。 

 

【今後の主な取組み予定】 

年度 取組み内容  

 

 

 

 

平成２９年度 ・課題整理と取組み内容の検討 

・債権管理基本方針の策定 

・債権の適正管理に係る庁内研修 

平成３０年度以降 ・基本方針に基づく債権徴収と管理台帳の整備 

・徴収及び管理の状況把握等の進行管理 

・（仮）債権管理条例の制定 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

庁内での統一的な債権の適正な管理を取り組むことにより、行政サービスを受ける市民負担の公

平性や自主財源の確保が図かられる。 

 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 

 ・仙台市「仙台市債権管理基本方針」：平成 28 年 3 月策定 

 ・東松島市「東松島市公・私債権管理に関する適正化方針」：平成 26年 4月策定 

 

 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

年 時期 内   容 

平成２９年 １２月 
・債権適正管理研修の実施（庁内の債権所管課を対象） 

・市債権管理基本方針（案）の庁内照会 

平成３０年  ２月 ・市債権管理基本方針（案）の行革本部へ提案 
 

⑨ その他 

 

 

 


